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～地域に開かれた農業を目指す～

やまがた

山形県農業会議では、「やまがた地域の農地を活かし、担い手を応援する活動～れいわネクストアクション
～」で、人・農地プランの話し合いや、農業者との意見交換会などを行う、農業委員会の活動を伴走支援して
います！
令和3年度は、実際に現場の農業者のみなさんの話し合いに参加し、農業会議の薦めるMFAメソッドのファ
シリテーションのスキルを使った「全員の意見が反映される話し合い」を行いました。（延べ１８５名参加）

令和3年10月26日 米沢市「農業者との意見交換会」

令和3年9月16日 朝日町
「第1回北部地区農業の未来を考え楽しく夢を語る座談会☆☆」

令和3年11月2日 朝日町
「第2回北部地区農業の未来を考え楽しく夢を語る座談会☆☆」

令和3年12月23日 朝日町「第1回 中部地区・⻄部地区合同農業の未来を考え楽しく夢を語る座談会☆☆」
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山形県農業会議では、「やまがた“地域の農地を活かし、持続可能な農業・農村を創る”活動〜れい
わネクストアクション〜」で、農業ファシリテーターの養成等、農業委員会の活動を伴走支援して
います！

詳しくは山形県農業会議HPをご覧下さい http://www.yca.or.jp/
©2022 （一社）山形県農業会議

やまがたの人・農地プラン「実質化」そして「実行」へ・・・

～農業ファシリテーターとは「地域に開かれた農業の推進を担う人」のこと～

農業の課題は農業者だけでの解決は難しく、また、地域の課題も地域だけでは解決が難しくなってきてい
ます。農業者と地域住⺠が⼀緒になって、夢を語り合い、課題解決に取り組んでいくために、ファシリテー
ターの対話のスキルだけでなく、地域づくりのスキルも学んだ人のことを「農業ファシリテーター」といい
ます。山形県では、現在17名が、農業ファシリテーターの資格を取得しています。

令和4年1月13日 朝日町
「第2回⻄部地区農業の未来を考え

楽しく夢を語る座談会☆☆」

令和4年1月14日 朝日町
「第2回中部地区農業の未来を考え

楽しく夢を語る座談会☆☆」

朝日町では、実際に北部・中部・西部
地区の人・農地プラン実質化のための
話し合いの伴走支援を行いました。
計６回（各地区2回）の座談会が開催
され、参加者全員の夢実現型の意見が
反映された、人・農地プランが実質化さ
れました！
令和4年度からは、いよいよ、夢実現
型の意見が反映された、人・農地プラン
の実行に向けた取り組みがスタートし
ます！
朝日町のこれからが楽しみですね！

他にも伴走支援のご依頼をいただいていた農業委員会がございましたが、新型コロナウイルス感染拡大のため、実現できませんでした。
状況が好転した際には、またお声がけいただけるのをお待ちしております！


